
∪.D,C.る21.181.1:る21.182.2る1

舶 用 オ イ ル バ

OilBurner for Marine Boiler Use

ナ
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内 容 梗 概

最近建造されている輸出船および防衛庁関係の舶用ボイラの燃焼装置はすべて重油燃焼装置が採用さ

れ,ボイラ効率,運転操作の点からオイルバーナの性能が非常に重視されている｡

舶用オイルバーナに長い経験を有し,各方面より好評をえているB&Wのユヤレジスタ･アトマイ

ザほバブコック日立で国産化し好成績で運転されている｡出力調整範囲の広いブランジヤ･Y-ジェット

アトマイザは負荷変動の大きい使用条件に適用される｡

(2) 油は積込み,
●

山勘 あで単簡が る｡

〔Ⅰ〕緒 言

最近輸=船および防衛庁関係船舶の建造に伴い多数の

舶用ボイラが製作されており,燃焼装置としてほすべて

重油燃焼方式が採用されている｡

これは重油燃焼方式が他の燃焼方式に比べ,船舶用と

して多くの利点を有するからであり,国内のタービン船

にも今後 油燃焼方式の採用はますます多くなると考え

られる｡重油燃焼方式は我国においてもこと新しいもの

ではなく数多くの型式が採用されているが,古い歴史と

新しい技術によって新参郎こ好評をえているB&W杜の

舶用重柚燃焼装置申その生命ともいうべきオイルバーナ

について述べる｡

〔ⅠⅠ〕舶用ボイラの燃焼装置

舶用ボイラに使用される燃料ほ石炭と重油で,燃焼方

式としてほ火格子燃焼とバーナ燃焼が採用されているの

は一般ボイラと同様であるが,舶用としての特殊性を満

足させるものでなければならない｡

火格 焼ほ石炭焚きの場合で,手焚きとスI-カ焚

があり,バーナ燃焼ほ微粉 バーナ,重油バーナに分け

られる｡手焚は古くから採用されていたが,大型ボイラ

に不適であり,運転員の巧拙がボイラ効率に大きく影響

するので現在では特殊な条件のものに限定されているよ

うである｡ストーカの採用は手焚の欠点を補うためで,

レトル1､ストーカ,スプレッダストーカ等が使用された

が,重量が重く,灰処理の煩雑があり,

ラ効率の点でほ重油燃焼にはおよばない｡

微粉炭燃焼ほ前 の方式に比べると

焼調整,ポイ

油燃焼に近いが

重柚より焔が長く,石炭粉砕機および附属設備が嵩張り,

危,保守の面からも舶用として不利な

焚の宿命として択処理がつきまとう′｡

油 焼ほ右 於 に比べて

(1)少い過剰空気で高い燃焼効

イラ効率がよい｡

日立製作所日立工場

があり,石炭

がえられるのでポ

(3)同一発熱量に対し il~Flほ石炭の約60%の

で,容積ほ約50%である｡

(4)灰処理の必要なく,媒煙も少い｡

(5)燃焼制御が簡単迅速である｡

(6)バーナおよび補機が小型軽量である｡

などの長所があり,重油が比較的廉価に購入できる今日･

重油バーナが舶用燃焼装置として広く採用される理由で

あろう｡

〔ⅠⅠⅠ〕重油バーナの種類

重油燃焼装置の中心をなすオイルバーナの型式は多種

多様であるが,燃焼法より大別すると気化燃焼法と霧化

燃焼法に分けられる｡重油は気化して 焼するものであ

るが,後者は重油を先ず微粒に分割し気化および空気と

の混合を容易ならしめるもので,ボイラでは霧化燃焼を

使用している｡これをさらに霧化方式により分類すると

次の4桂となる｡

(1)油 圧 式

(2)気流
高圧気流噴射式

低圧気流噴射式

(3)回 転 式

(4)混 気 式

油圧式ほ重油に圧力を与え,バーナ内でその圧力ヘッ

ドが速度ヘッドに変化する際重油を旋回せしめその時生

ずる遠心力によって,重油の流れを分裂させて霧化する

方法である｡

気流衝撃式は高圧またほ低圧の蒸気あるいほ空気流匿

よって重油を吹飛ばし霧化する｡

廻転式は重油供給管と同心に設けられたカッ78を,電

動機で高速廻転し,遠心力で重油を振飛ばすとともにカ

ップと同一軸に取付けられた風車によって生ずる気流の

衝撃によって霧化する｡

混気式は相当な圧力の重油の中にほゞ同圧の空気を吹

込んで抽の紳泡を作り,大気中に噴射させた時泡の中の

圧縮空気が膨脹して油膜を粉砕し霧化する方法である｡
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最近アメリカにおいて建造された商船とオイルバーナの【一例

Examples of Steamers and OilBurners BuiltinU.S.A.

ボ イ ラ 仕 様

3,800t 油 槽 船(20,000SHP)

19,250)
7,500SHP

油 槽 船15,000SHP

28,000t油槽船釣訳HP

油 槽 船13,500SHP

19,203t 油 槽 船13,650SHP

蒸発葺丘(lb/h)j 蒸気圧力(PSi))蒸気温度(OF)
(97.000)
75,000

64,000

(72,000)
52′500

37,500

(78,750)
53,750

(69,000)
54,000

600

(注)オイルバーナの本数ほ1條分員数を示す｡()内は最大出力を示す｡

舶用としてほ設備が簡単でコンパクトという点から油

圧式が最も多く採用され,次で気流衝撃式が用し､られて

いるようである｡最近米国で建造された舟酎こ使用された

バーナの一例を舞1表に示す｡表中メカニカルアトマイ

ザとあるのは油圧噴霧式である｡

バブコック日立ほ最近2年位の間に二十教権の舶用ボ

イラを製作しているがこれに用いられたオイルバーナは

すべて油圧式である｡油圧式バーナで単にメカニカルア

トマイザあるいはプレッシャアトマイザと呼ばれるもの

は,同一チップの容量調整範囲が割合にせまい｡

今チップよりの仙境射量を¢とすると次式で表わされ

Q=AゥJ2亨ケニ
こゝに A:油噴射孔面積

キ′:流量係数

電力加

.:

油 上仁

油の単位体積の重量

したがって他の値が一定であれば,Q∝J五である

から油圧を減少すれば容量を減少さすことができるが,

あまり氾1圧を下げると噴霧不良となり燃焼を阻害するの

で限度がある｡B&Wプレッシャーアトマイザでほ普通

300PSiの油圧で計画され,油圧調整範囲を100PSiに

制限している｡したがって同一･チップでの容量調整ほ約

60%までであるが,リターンフロタイプまたほ後述の70

ランジャ一夕イブでは同一一一チップで約25.%まで棋力調

整が可能である｡

高圧気流衝撃式については,B&W舶けjオイルバーナ

の項で述べることにする｡

別 冊第14号

オ イ ル バ ー

ナ 仕 様

B&W 油圧式アトマイザ×6本

Todd 油圧式アトマイザ×6本

Tっdd 油圧式アトマイザ×4本

Todd アトマイザ

蒸気噴儀式アトマイザ×4本

B&1V 油圧式アトマイザ×4本

Todd アトマイザ×4本

第1図 デカゴン型レジスタ
Fig･1･Decagon Register

〔ⅠⅤ〕B&W舶用オイルバーナ

B&W社ほ早くから舶用オイルバーナを製作し,長年

の経験と研究に基き改良を貢ね,現在まで50,000台以上

のバーナが各型式のボイラに使川されている.｡オイルバ

ーナは重油が気化し易いように噴霧状態にするアトマイ

ザ●と, 焼用空気を調節するレヂスタより構成されてい

る｡次に-B&W舶間オイルバーナの概要を述べる′｡

(り レデスク

レヂスタは噴霧された重油と空気を良く混合するため

に･壁気に悦乱を与えるよう設計されている｡空気が風

函より炉l勺へ流入する時,レヂスタを通過するとレヂス

タのエヤードアーの懐きにLたがって旋回するっ この空

気は第1図に示されているインベラプレートとバーナス

ロートコーンi･こ植えられた羽根によF)さらに旋回を与え

られ炉内へ流入する二.

風函内の凪圧が同一の時はェヤードアーの開度を加減

することにより,バーナ負荷に応じて最も適当な竜の燃

焼用空気を送り最良の燃焼状態を維持することができ

る｡また同一空気量を流すにェヤードアーの開度を小に
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して風函内の風圧をあげると風速が人となり旋州力を増

し,火焔が短くなる√〕すなわちレヂスタは燃料空気比の

調整を行うばかりでなく,火焔の長さを加減し燃焼状態

を左右するものである｡

弟1図古こおいてアトマイザチップのすぐ周りにあるイ

ンベラプレートは,大負荷の場合空気の流速が大となつ

て火焔が不安定になるのを防ぐものである｡.インベラプ

レートによって形成される旋回気流によって,アトマイ

ザチップより余り遠くない点で着火されるようになって

いる｡

(A)デカゴンレジスタ(Decagon Register)

これほ容嵐1,0001bノh位の強制通風のバーナに使川す

るもので,舞1図にその構造を示す｡6枚の曲面のエヤ

ードアーを有し,閉じた場合は｢り筒形になって空気を

断する｡図は約30度開いた状態を示している｡･工ヤード

アーほリンクと歯車を介して,1本の操作ハンドルによ

り6枚同時に動かすようになっている｡

この型式は風函内の空気の流れを乱すので,このレジ

スタを用いる時ほバーナを一一線に靴眉するか,または空

気の流れに乱れを与えないよう考慮して配置しなけれは

ならない｡

(B)アイオワレジスタ(Iowa Register〕

これは容量2,000､3,0001b/b のバーナに用いるもの

で策2図にその構造を示す｡構造上デカゴンレジスタと

異る止ほ,エヤードアーのJリ筒面が｣~り錐面になっている

事である｡.エヤードアーは,操作ハンドルを】~【_-けとギヤ

ーを介して中空･】il】1が回り,中空軸に取付けられた火傘歯

車が,エヤードアー根本に取付けられた児傘歯車をまま-フ

し,8枚のエヤードアーが同時に操作される｡

このエヤードアーの構造は風面内の空気の流れを邪魔

しないので,高負荷レジスタを多数配置した場合中央に

あるレジスタにも十分必要な空気を送ることがてきるの

で高負荷のバーナを必要とする大型 される

(2)アトマイザ

B&W 舶川オイルバーナに使川されているアトマイ

ザに次の3種がある-.

(A)プレッシャアトマイザ(Pressure Atomizer)

これほ油圧式の最も普通の型式で,策3図にその構造

の概略とチップの形状を示す.､このアトマイザは通常

300PSiの仙圧で使用し,燃焼を阻害Lない程度に比刊

を下げた場合恨｣00PSiまで使用可僕である〔1したがつ

てチップの交換を行わず約60%まで=力.凋整ができる.-､ノ

市仙ほ円錐形旋卜二!_l卦こ切線方向に設けられたスロット

を通り送り込まれ,非常に高い速度で旋回しオリフィス

から噴射される∩噴射角度ほこの周速によってた右され

るので,スリットとオリフィスの大さの関係が重要であ

第2図 アイオワ型レジスタ
Fig.2.Iowa Register
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第3図 プレッシャ

アトマイザ

Fig.3.Pressure

Atomizer
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Fig.4.Characteristic Curve of Pressure
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る｡普通は60-～錮0の噴射角度に設計される｡

上記のようにこの型式のアトマイザは,チップの交換

なしには大きな負荷変化に対処できないが,大多数の商

船ほ長期間一定速度で航行するので,この型式を採用し

てなんら不都合なく必要な場合にはチップを交換した

り,バーナ本数を増減して大幅な出力調整が可能である｡

負荷変動が少い場合ほプレッシャアトマイザが最も構

造簡単,操作容易なので有利であるが,艦艇またほ負荷

変動の多い船舶にあっては,チップ交換の手数を要せず

広範囲に出力調整可能なアトマイザが希望される｡また

A･C･C･によって燃焼制御する場合も好都合である｡か

ような場合にほ次に述べるプランジャアトマイザかジェ

ツトアトマイザを使用することによりその日

れる｡

(B)プランジャアトマイザ(PlungerAtomizer)

これは油圧によって自動的にスロットの数を変化させ

る特殊型式の油圧式アトマイザで弟5図～弄る図に概略

構造とチップの形状を示す｡このチップは旋回室が長

く,オリフィスから異った距離に一対づつ切線スロット

が設けられている｡プランジャはスプリングによって

オリフィス側に押され,油圧が低い時ほスロットほプラ

ンジャで塞さがれている｡油圧が120PSi以上になる

とスプリングを押して一対のスロットが現はれ,油圧が

280PSiに達するとプランヂャは坑′′動き全部のスロッ

トが有効に働くようになる｡ペローにより重油の漏れを

防ぎプランジャが自由に動けるように考慮されている｡

プランジャアトマイザはチップを交換することなく兢

まで出力調整が可能である｡弟7図に見られるようにこ

のアトマイザ1台で2～3台のプレッシャアトマイザの

出力範囲をカバーできる｡

(C)Yqジェットアトマイザ(Y-Jet Atomizer)

これほ低質油を用いる場合とか,1本当り大きな出力

を要する時に用いられ,プランジャアトマイザより高範

囲の出力調整が可能な高圧蒸気噴芽式で,第8図に概略

構造とチップ形状を示す｡

油圧式でほ最良の噴霧をうるための適正重油粘度はレ

ッドウッドNo.1で80～120秒であるが,Y-ジェット

アトマイザでほ100～150秒であって250秒まで使用可

能である｡低質油でほ必要な粘度になるまで加熱すると,

炭素を析出するものがあるので,加 温度を高くするこ

とほ望ましくない｡Y-ジェット型は油圧式より高粘度

で良好な噴霧がえられるので低質浦に対して有利であ

る｡

図において蒸気はアトマイザの中心を通り,重油ほ外

側を通ってチップに られる｡チップは特殊構造になつ

ていて,1個のアトマイザから数個の独立したジェット

別冊第14号

第5図 プランジャアトマイザ

Fig.5.Plunger Atomizer

第6囲 プランジャアトマイザチップ

Fig.6.Tip of Plunger Atomizer
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第8図 Y-ジェットアト

マイザ

Fig.8.YJet Atomizer
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最 近 製 作 せ る B&W オ イ ル バ ー ナ

Some of RecentlyManufactured B&W OilBurners

船 仕 様 タービン仕様

トン数(t)i槌 煩l出力(HP)

1･600弓艦
艇

11,8001貨物船

貨物船

11,800

1,600

33,000

33,000

賃吻船

貨物船

貨物船

艦 艇

油槽船

油槽船

15,0001 2

竺,600__l1

7,000il

6,600 1

15,000 2

15,000 1

15,000 1

ボ イ ラ 仕 様

蒸発豆~蒸気庄ラ｢.~蒸気温度
(坤少し∴｣_2芦i)

136,0001 427

35,0001 450

37,4001 456

37,400 j 456

37,400

35,000

136,000

81,500

81,500

600

600

750

員数

752 2

850

を噴射するので,空気との混合もよく,火焔も短い｡蒸

気はジェットの巾で膨脹Lて仙の流れに突当り,これを

微細に粉砕し られる｡蒸気

晶ほ,条件により異るが通常ボイラの蒸発量の抜%

以下で,この程度の熱損失は燃焼効率の増加と和殺する

ものである｡

蒸気減圧弁ほ重油圧力より約20PSi高い圧~力に設定

油圧力調整弁と連動せしめると,寺山圧調整弁の制御

のみで出力調整ができる｡例えば柚圧ほ80PSi～10PSi

に変化せしめると,これに対応し肛力ほt′包まで制御さ

れる｡このアトマイザは3t/h程度の臼_けJが可能であ

る｡特性の一例を弟9図に示す｡

以上舶用として使用されている3

槙のバーナ 近最がたべ述て､.)
つに

作中のものほ第2表に示すごとく皆

油圧式である.)

〔Ⅴ〕オイルバーナの自動制御

オイルバーナの日動燃焼制御ほ,

ボイラ蒸発量の変化に対し蒸気拝力

を一定に維持するように重油~㍉も 燃

焼空気量を調整するもので,石炭焚

に比べ制御は簡単で,迅

る｡

確実であ

弟10図ほ7,000HP貨物船に採用

したベーレ空気 [-1動燃胱制御装置

の系統を示すっ この例ほボイラ負荷

変動に対し過熱矧一日口蒸気圧力を一

定に保つ方式で,蒸気圧力の変動値

を検=して燃料の増減を指令する

と, lh供給管に設けられた調整弁

を制御してオイルバーナの出力を調

オ イ ルバ:ト ナ仕様

アトマイザ型式

プランジャ

プランジャ

プレッシャ

プレγシヤ

プランジャ

プランジャ

フフこ/ジヤ
甜
却
…
皿
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第9図 Y-ジェットアトマイザの容量および

蒸気消蟄量

Fig.9.Capacity and SteamConsumption

Of Y-Jet Atomizer
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第10図 自 動 燃 焼 制 御 系 統
Fig.10.Diagram of Automatic Combustion Control
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整する｡また蒸気圧力の検出値ほ同時に打込通風機出口

のダンパを制御し,燃料の 化に対応して空気量を送る

が,さらに燃料と空気量の比を検出して設定された過剰

空気率にするよう押込送風機出口ダンパを再調整する｡

料と空気量の比率ほ,アトマイザ入口の油圧と,風函と

火炉のドラフト差によって表わされる空気流量を比率調

整器に導き設定比率の平衡が破れた時に増減の指令を発

して相調悠を行う.二 この他重油加熱器の

重油 燃ポンプには圧力調整装置を附加すれば

装置の自動制御として申分ない｡

船舶用交流ア
ーク熔接横

Marine A.C.Arc Welder

調整,

油燃焼

晶

最近の船舶は船内工作用として交流アーク熔接機を装

備するのが普通である｡

この種の交流アーク 接櫻では優れたアーク特性が要

凍されることほ勿論であるが,さらに船内の狭院な場所

に配置され,種々の地域を航行するので特に次の件質を

持つことが必要である｡

(1)小型 .l-J_
l壬】.なること.｡

(2) 耐1鮎性に官むこと｡

(3)振動動摘に対して堅牢なること｢

(4)高い周囲温度に耐えることて

このような一般条件の他に個々の 接機に対してほ,

他の船内設備との関係で外形および端子間造等につき特

別の指定を一受ける･ニとが多い｡

第1図 解舶用交流7-ク熔

接機

Fig.1.]Marine A.C.Arc

Welder

〔ⅤⅠ〕結 言

B&W舶用プレッシャアトマイザが1911年実miこ供

せられて以来絶えざる研究により改善が加えられ,さら

にプランジャ塾,Ylジェット壁拉こ進み今日の輝しい成

を収めているが,50,000台のバーナの実績は今後の進歩

の良き忠告者となるであろう｡我々はB&W杜の設計

図ならびに資料にもとづき､アトマイザおよびレジスタ

を製作し好調に運転されているが,これ等の作能を裏付

ける試験結果ほ別の機会に紹介したいと考えている｡

紹

日立船舶川交流アーク桁接機は可動鉄心型で,分割巻

した線輪と熔接変圧器中火に位眉する可動鉄心とにより

アーク特性を良好にすると同時に熔接機本体を′J､型軽量

ならしめている.二.

線輪ほ無アルカリガラス級維･石綿およびマイカ等の

矩機質絶縁物を使用し耐湿性ワニスにより処理してある

ため耐熱度ならびに耐湿度が高い｡

外線接続用端子部は電線貫通金物を有するソルダレス

式または挿込式を標準としているっ

熔接機の特性ほ注文仕様ならびにJIS C9301｢交流

アーク熔接機_りこ準拠し,150A,200A,250A,300A

等各位容量のものを製作している｡

附属品としては熔接作業に必要なホルダ(フレキシブ

ルケーブル付),ヘルメット,ハンドシールド,グロー

ブ,チッビングハソマ,ワイヤーブラッシュ,熔接ケー

ブル,アース奴等の中要求されたものを添付する｡

なお熔接機本体ならびに附属晶に対する予備部品を予

備晶として添附している.｡

第2図 解舶用交流アーク熔接機

附属晶

Fig.2.Accessories of Marine

A.C.Arc Welder

第3図

予備品

舶舶用交流アーク熔接機

Fig.3.Spares of MarineA.C.

Arc Welder




